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係継中押妖

嗅
:
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）ＯψＱ）椰皿Ｑ掻せ帥桜郵ＱＪ

０■

′廷場ＯЮｂ〓せ軍「憮豪製醸ｔ」　）や選

（山興）

一さ（典）選一榊位さ

譲
Ю

ＮＫヽ

辻越
椰薇

廷部
Ⅸセ

側弼

↓　　晨駆ｉ□駅鱗靴欄
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国　製ビ

暉さ涎冊継蛾

駅　　■Ｍ　　口ｋ駆直Ｎ駆選セ杯Ｑポ桜郎

鰤桜陣セ悠Ю局魁Ｋ＋Ｑ≪目＋眠轟黙像饗

係継中く眠

中一瀬槃せ

申馬総（く中）轟　≪

響∞〇〇〇

虚ヽШ製ミ　回Ю雪い静８黒習　ЮＮ
即
K理

榊



第
九

号
様
式

漸一一

及一　一

質一　一

性一　一

鑓一一

楓一　一

名一　一

一差押財産

０鋼　中高熙（ま申）轟　≪　藍　麟　眠　回騨駅　堕Ю駅欲辟８こ留¨

ｎ“ＯｏＯ

(録
)財

産
差
押

通
知

書

仮
登

記
(録

)権
利

者

住
(居

)所

氏
       

名
 

殿

H召
乱

l
年
  

月

県
税
事

務
所
長

氏

曇
T讐

II里
側

=二
―一「

一―
―
―

||:::::::::::::|::::::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::|::::::::::::::::::::::::::::||::::::::::::::::::|:::i::i:i:::::::::::::::::::::::li:::il::::::::::::::::::1::::::i::::::::::::::i::::::::::li::::i::::::iillli:::::::::i:::::::::il:::il:::::::::::::::::::::~

下
記

の
と
お

り
財
産

を
差

し
押

え
ま

し
た
。

あ
な
た
が

こ
の
差
押

財
産

に
有

し
て
い

る
仮
登

記
(録

)は
、
地
方

税
法

第
十

四
条

の
十
七

第
一
項

の
規

定
に
該

当
し
ま
す

の
で

、

に
基

く
本
登

記
(録

)が
さ
れ

て
も
差

押
の
効

力
は
失

わ
れ

ま
せ

ん
。

地
方

税
法

第
十
四
条

の
十
七

第
二
項

の
規

定
に

よ
り
通
知

し
ま
す

。

在
)

差
オギ

年
月

日
|

記
(録

)

番
号

等
1 

昭
和

備
考
 
「

滞
納

処
分
費

」
欄

に
掲

げ
た
金
額

は
、

こ
の
通

知
書
作
成

の
日
ま
で

の
も
の
で
す
。

年一月

記
(録

)受

一

′
↑一ヽ

ギ
ー

地
方

税
法

第
十

四
条

の
十
八

の
規
定

に
よ
る
納

付
(納

入
)告

知
書

名
 

殿

日召
禾
日    

年
    

月

県
税

事
務

所
長

氏

下
記

の
納

税
者

(特
別
徴

収
義
務

者
)の

譲
渡
担

保
財
産

の
物

的
納

税
者

と
し
て
,同

人
の
滞
納

金
額

の
う
ち
、

下
記

の
金
額

を
納

付

し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い

こ
と
と
な

り
ま

し
た

の
で
、
納

付
(納

入
)の

期
限

ま
で

に
納

付
(納

入
)し

て
下

さ
い
。

住
(居

)所

譲
渡

担
保

権
者

住
(居

)所

氏

第
十
号

様
式

義百１‐

脚一
滞納金額

中高繊（く中）騨　ぐ　畔　群　虚、回製駅　ШЮ曖いき３黒雪　為

．ω“〇〇〇

納

(
特

者

務
者

)

1加
算

金
額

1歪
≡

加
算
基
豪

1榊
処

募
費

1備
考

可
1法

律
に

よ
る
金
額

円
|

1法
律

に
よ

る
金

額

|

去雷 彎
警
重 だ 察刷

符 怪講
黎更
与
突
雪 撃
塞 額

納
 

付
(納

 
入
)場

 
所

譲
渡

担
保

権
者

の
物

的
納

税
責

任
を

負
う
根

拠
規

定

納
 

付
(納

 
入
)の

 
期
 

限

鳥
取

県
金
庫
又

は
郵
便
局



∞Ｎ　申高駅（ま申）轟　ぐ　畷　騒　曜　配響駅

れら『ＱＱ

田Ю駅い辟８黒雪

備
考

仁レ

「
滞
納

処
分
費

」
欄

に
掲

げ
た
金
額

は
.こ

の
告

知
書

作
成

の
日
ま
で

の
も
の

と
す

る
。

こ
の
金
額

を
、

こ
の
納

付
(納

入
)告

知
書

を
発

し
た

日
か

ら
十

日
を
経

過
し
た

日
ま
で
に
完
納

さ
れ

な
い

と
き
は
、
地

方
税
法

第
十
四
条

の
十
八

第
二
項

の
規

定
に

よ
り
、

あ
な
た

を
第
二
次
納

税
義

務
者

と
み

な
し
て

、
譲

渡
担

保
財
産

に
つ

き
滞
納

処
分

を
し
ま
す
。

用
紙
寸
法

は
、

日
本

標
準
規

格
B列

5と
ず

る
。

レ
_

く
ム

す

地
方

税
法

第
十

四
条

の
十
八

の
規

定
に

よ
る
徴

収
通

知
書

中繊
転範Q轟

《吐爵

滞
納

者

住
(居

)所
氏

下
記

の
と
お

り
、

名
 

殿

日召
和
    

年

県
税
事

務
所
長
 
氏

譲
渡
担

保
財
産

か
ら
あ
な
た

の
滞
納

金
額

を
徴
収

す
る
こ

と
と

し
ま

し
た
か

ら
通
知

し
ま
す
。

日名
 

□

住
(居

)所
|

第
十
号
様
式

の
二

虚　ヽ皿図駅

名
|

1税
目

1納
期
限

1税
額

1拿
     

型
加

算
金

1鰤
処

分
費

1備
考

E
           

―
表
.ITLハ

_́J、
_上

_上
を _』

=1艶
止

_‐
ttI比

ぼ
二

数
L_

譲
渡
担

保
権

者
か

ら
徴

収
す

べ
き
金
額
 |

納
付

G内
人
)の

期
限

納
付

G内
入
)場

所

円
1日

召
和

日 1  
鳥
取
県

金
庫
又

は
郵
便
局

□Ю駅かせ８黒圏　い銀

譲担財

規
定

|

[il■
71■

■
備

考



第
号

1     
徴

収
猶

予
(期

間
延

長
)通

知
書

納
税

者
叉

1/tl住
 

所
|

特
別
徴
収
義

務
者

|

氏
  

名
|

中高繊（ξ申）轟　≪　吐　麟　虚ヽ饉幽駅

れ輪ＱＱＱ
隻

卜
月
D明

」
醐

限
1親

目
騰

Ⅲ
蘇

迪
     1理

璽
¬

真
覗
芳

省
1昭
和

納　担

年

田Ю駅みよ８黒習

上
記

の
と
お

り
(納

税
担

保
を
条
件

と
し
て
)地

方
税
法

第

ま
す
。

昭
和
   

年

の
規

定
に

よ
り
徴

収
を
猶

予
(の

期
間

延
長
)を

し
ま

し
た

か
ら
通

知
し

県
税

事
務

所
長
 

氏
(鞣
鰤
魃
韮
箸
の氏
名 又

は名
称

)

●
い

_

:霊:雫
7i

中高紙ら送Φ９嘩　ぐ　畷　轟　暇　Ш幽駅　　ｍЮ曖いけ毬晨田　）Ю

第
十
一

号
様

式
の
二

徴
収

猶
― ~f/(期

間
延

長
)不

承
認

通
知

書

納
税

者
又

は

特
別
徴

収
義

務
者

住
所

(所
在

地
)

氏
名

(名
称

)

昭
和
   

年
ヽ
 

月
   

日
申
請

の
あ
つ
た
徴

収
猶
予

(の
期

間
延

長
)に

つ
い
て
は

、
承
認

で
き
ま
せ

ん
か

ら
通
知

し
ま
す
。

昭
和
   

年
   

月
   

日

県
税

事
務

所
長

氏
       

名
 

□

憫
軋
哀夭

署
の受

.ま名 御
殿



∝Ю

書
沿

|ま
氏

所
居

|ま

目
1覇

~T籐
落
碍
駅
可
認

1帰
T茎

1熊
茎
1動

算金
1随

分
饗

中高報（ま申）騨　ぐ　咲　轟　曜　皿幽駅

『聯のもも

|=|=| | |ピ
|ザ

|プ
| |ピ

| |

第
十
一

号
様
式

の
三

回Ю駅かけ８黒図

三
当
塑
聖
二
上
た
総
額

1理
量

鵠
|  |

摘要

清由
諏理 猶のそ
の

他
必

要
事

項

地
方

税
法

第
  

条
の
規

定
に

よ
り
上

記
の

と
お

り
徴

収
猶

予
を

取
り
滑

し
ま

し
た

か
ら
通

知
し
ま

す
。

な
お
上

記
金

額
を
す

み
や

か
に

納
め

て
下

さ
い

。

昭
和
   

年
   

月
   

日

孵
』抵
姦
裏像

署
の氏

名
又
は
名称

)殿
県
税
事
務

所
長
 
氏

い・

号
|

二
.

〆`
―

.ノ
″

所
|

換
価

の
猶

予
(期

間
延

長
)通

知
書

納
税

者
又

は

特
別

徴
収

義
務

者
氏

差
押

財
産

の
表
示

第
十
二

号
様
式

月
 

日
限
1 

月
 

日
限
1 

月
 

日
限

|

月
日
限
1月

日
限
1 

月
 

日
限
1 

月
 

日
限
1 

月
月

日酬
月

日 「

円
|

円
|

円
|

円
|

円
|

円
|

中高繊（く申）轟　≪　臥　轟　虚、ｍ響武　回りｒい■８黒習　ЮЮ

餃「０一Ｑ

真
爾

〒
響

1昭
和 

年 
月

日
|ポ

鼎
県
税
事
務

所
 |ゑ

妻
摯

劉

上
記

の
と
お

り
(納

税
担

保
を
条

件
と

し
て
)地

方
税

法
第

十
五

条
の
五

の
規

定
に

よ
り
、

滞
納

処
分

に
よ
る
財

産
の
換

価
を
猶

予
(の

期
間

延

長
)を

し
ま

し
た

か
ら
通

知
し
ま

す
。

昭
   

和
   

年
   

月
   

日

納特
踪
霞
裏錫

署
の氏

名
又
は
名村

殿
県
税
事
務
所

長
 
氏

名
 

□



佳
所

又
は

居
所

 |

氏
名
叉

は
名
称

 |

滞納者

寸Ｉ幣螢輔）鐸ぐ漱麟ぱ駆型駅

第
十
二

号
様
式

の
二

璽Ю駅鉢群８晨雪

年
 

度
納

期
限

|

(月
刈

|

―
|術
算
璧

1帰 宅衆
茎

1盃
婁
基

雪
1摘

要

滞納金額

円
|

円
|

円
|

円
|

円
|

地
方
税
法

第
十
五
条

の
六

第
一
項

の
規
定

に
よ

り
、
上
記
換
価

の
猶

予
を
取

り
沿

し
た

の
で
、

同
条

第
二
項

の
規

定
に

よ
り
通
知

し
ま
す
か

ら
直

ち

に
完
納

し
て

下
さ
い
。

日召
和
    

年
    

月
    

日
県
税

事
務

所
長
 
氏
        

名
 

囲

憫
』鞣
霞
裏級

署
の氏
名
又
は
名
称
)殿

第
十
三

号
様
式

申高法（く中）轟　ぐ　蛛　群　位¨Ш製駅　回ЮЩい叶３ユ田　めЮ

〕́滞〇〇〇

第
   

号
 |

納
止

書

滞納
佳

所
又

は
居

所

磐
 1丁

良
名
又
は
名
称

差
押

財
産

の
表

示

区
分

」
剛

税

滞納金額

|

||

一

―‐上
一

‐上
上

記
の
滞
納

金
額

に
つ

き
地
方

税
法

第
十
五
条

の
七

の
規

定
を
適
要

し
滞
納

処
分

の
執
行

を
停

止
す

る
。

上
記

の
取
扱

は
処
分

の
停

止
に

よ
り
納

税
の
資

力
の
回
復

に
猶
予

期
間

を
与

え
た

も
の
で

あ
る
か

ら
、

資
力

の
回
復

に
努

め
一

日
も
早

く
自
主

的

に
納

税
義
務

を
完
途

し
て

下
さ
い
。

日召
不 目    

年
    

月

偶
鯛穆

姦
:轟
基
の氏
名 又

は名
称

)

日　殿 目1 
薦
―  

碁
藝
攘
キ な

¬ 
¬ 

¬ 
¬ 

¬ 
¬ 

¬ 
¬

県
税
事
務

所
長
 
氏

名
 

囲



ЮЮ中高駅（ま山↓轟　ぐ　畷　騒　曜　皿響駅

恥一一ＱＱ

第
十
三

号
様
式

の
二

滞
納

処
分

停
止

の
取

沿
通

知
書

住
所

又
は
居

所

氏
名
叉

は
名
称

目
1幕 「
― ―可

  
議

潔
甥

委
蒻

麓
鰊

理
Ⅶ

譜
摘

円
||

円
|

滞納金額

覇ЮＲいき露晨智

上
記

の
滞
納

金
額

に
つ

き
滞

納
処

分
の

執
行

を
停

止
し
て

い
た

が
、

本
日
こ
れ

を
取

り
消

し
た

の
で
直

ち
に
完

納
し
て

下
さ
い

。

昭
 

和

県
税

事
務

所
長

名
 

□

孵
』
抵
霞
鉤

署
の氏
名 又

は名
称
)殿

『螂園蜘一『螂闘蜘一」

一『螂園蜘一『岬園蜘一

椰ハ最用ハ条裂ハ椰ハヽ運築涎器継県

□　Ｎ　　　　　　　Ｋ

暉さ涎椰置虫

０い

′廷）‘９越◇挙迅朧卜Ｑ叔轟愛

熱　Ｎ　　　　　　　ビ

拠（山）週

撫県幾

鰤最熙氣無涎榔継軽
＝ＱК曇中＝＋妖

中高繊八ま中）轟　≪　哄　群　虚、証幽駅　　皿Ю駅∝嚇８黒図　＼Ю
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Ｆ熙駆」

0
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颯
´

証



第
十

四
号

様
式

,

住
所

(所
在

地
)

納
税

者
又

は
特

別
徴
収

義
務
者

氏
名

(名
 

称
)|

年
度

1期

"

円
及

び
上
記

の
法
律

に
よ
る
金
額

計

保　　証　　の、範　囲

∞Ю　申高総（ま申）轟　ぐ　瞑　麟　盛、回図駅　　回Ю駅いよ８黒田

卜呻〇〇〇

合

Ｆ

副

Ｉ
１

１
１

１
１

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
１

１
１

１
１

副引

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

¶Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

ッ

上
記

の
製

幡
猶

予
に
係

る
徴

収
金

に
つ

い
て

、
そ

の
担

保
と

し
て
保
証

し
ま
す
。
上
記

の
者
が
不
履
行

の
場

合
に
は
、
滞
納
処
分

を
受

け
て

も

異
議

が
あ

り
ま
せ

ん
。

保
証

し
た

日
  

昭
和

県
税

事
務

所
長

殿

証
 

人
 

氏

石
輌

こ
ξ

印
鑑

登
録

の
あ

る
印
鑑

を
押

印
し
て
下

さ
し

a「
戸
¬
栗
護
天
氏
名
及
び
押
印
欄
は
,保

証
人
自
ら
署
名
す
る
と
と
も
に
、
トロ 鑑

登
録
の
あ
る
HJ艦

猛
押

FIJし
■

ド
さ
い

o

υ
蕎
曇
)慇

荘
沸
運
民
織
凍
基
轟
罰
軍
あ
け
孫
銘
と
総
み
ぷ
蘇
彗
議
藝
厳
」
こ
あ
保
記
書
薦
準
じ
て
石
毛
ビ
き
モ
る
こ
と
。

年

ヽ一
・

第
十
五

号
様
式

書
令

命
供

提
保

担
全

保

中高状（ま申）轟　ぐ　畔　騒　曜　Ш幽駅

∞呻〇〇〇

特
別

徴
収

義
務

者

納
 

税
 

者

佳
(居

)所氏

昭
和

県
税

事
務

所
長

名
 

殿

県
税

の
徴

収
上

必
要

が
あ

る
の
で

、
地

方
税

法
第

十
六
条

の
三

第
一
項

の
規

定
に

よ
り
、
下
記

の
と
お

り
担

保
の
提

供
を
命

じ
ま
す
。

氏

担
保

さ
れ

る
県

税
 |

昭
和

年
日
以

後
に
課

さ
れ

る

、
税

税

円

，担保の内容

担
保

さ
れ

る
金

額
 |

楊
 
曇
_|  ]彎

[[[iliI歯
7][i『

堡「
「

ヤ:足

り
る

も
の
を
提

出
し
て
下

さ

::

第
二

者
の
所

有
す

る
も
の
で

年
担

保
の
提

供
期

限
 |

昭
 

和
日

限

皿ЮЩいよ８晨雷　いЮ
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い『Ｑ一０
ヽ

駅
尽
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第
十
五

け
様

式
の
三

童日
知

通
除

解

儡
 1

量
1 

性

保
担

産
財

1職
保

解除した保全担保

申高総（く中）轟　≪　嶽　轟　位．■製硬　口Ю殴ひ許露黒雪

Φ崎ゆＯＱ

保
担

解
除

し
た

日
昭
 

和

上
記

の
と
お

り
、
保

全
担
保

を
解

除
し
ま

し
た
か

ら
、
通

知
し
ま
す
。

年

昭
 

和
   

年

蝶
爵な 震熙 暮 署 の氏名

)殿

日

県
税

事
務

所
長

氏

(摘
要
) 

こ
の
通

知
書

は
、
関
係
機

関
に
抵

当
権

の
設
定

の
解

除
を
嘱
託

す
る
場
合

の
添
付

用
に

も
使

用
す

る
こ

と
。

名
 

回
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せ
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轟

測
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測
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摂
叔

暉
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響
ハ
さ
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箋

駆
総

き
ぐ

回
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築
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押
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択
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送
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測
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製
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轟
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J足
愛
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軍
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轟
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叔
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受
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篠
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測
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彙
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鶏
業
J欄
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畿
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邸
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駐
塙
駐

叔
1(伸

越
伸

黙
゛

量
翠

繁
拘

機
欄

熙
欄

彙
V′
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欄
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理
廷
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St
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ヤ
魁
椰

投
ハ

黙
叔

Q`
椰

廷
く
意

継
製

El運
Q邸
《

′
1(廷
+p総

椰
運

Ю

輯ね釈
選′
猥

煙
焉

週
期

凝
邸

量
洒

欄
Ю

爛
■

雌
く

ぐ
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」州　　　　巨終噸直

榊最鯛投巡遷ぐ乳欄畑Ｋ

郎絲

舶、

州

ＩＴ６熱国購
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養（典）尋

撫　尽繁

撫櫓郡騒轟呂華

■椰れp猥測スリ

Ю

係曇申Ｋ＋釈

菫ЮＲい詳８黒雲

地
方

税
法

第
十
六
条

の
四

の
規

定
に

よ
る

交
付

要
求

書

要
求

先
の
執
行
機

関
名

下
記

の
と
お

―り
、
県

の
徴
収

金
を
確

保
す

る
た
め

、

昭
和

  
年

県
税
事

務
所
長

氏
′

地
方
税

法
第

十
六
条

の
四
第
九

項
の
規

定
に

よ
り
交
付
要
求

し
ま
す

。

名
 

囲

住
(居

)所
 |

第
十
六
号
様

式
の
二名

 |
氏

者
入）義務

倒（

延
滞

金
額

|カ
ロ 算

金
額

1延
滞
加
算

金
額

1 
滞
納
処
分

費
 1 

備
机  

額
1掌
数 低

|

納
期

限
税

―一―
二

保全差押金額

中高繊（く中）轟　ぐ　喋　轟　虚．回製Щ　ШЮ駅いき３黒田　Ю寸

餃０一ＯＱ　　・

11榊
載
袷
コ

¬ 法律 によ袷
η 法律

Fiる¶

財産又は事件名

交付要求に係る
執
行
機

関
名
 |

曇 重
 菖税』 属置彗

:5真
堡 争娼 猿婁 雪 繕模

L量
:『 求言 作 成 の日ま で のも のです。 1差

押
年

月
日

年
1昭

和
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総
撫

繁
セ
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く
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●
よ

ご

´
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第
十

七
号

様
式

過
誤

納
金

還
付

(充

納
税

者
又

は
特
別
徴
収

義
務

者
所

名
 |

|

納
正
 

当
 

額
②

l

額
②

納

・

誤
過
①

納

の
算

定
|||

還
付

加
算

金
の

計
算

基
礎

算
定
I                    

Ю
充
 

当
 

す
|

る
 

額
③

+④

円
|

充当する額

中高終（く中）轟　≪　咲　麟　虚．皿幽駅　　亜Ю駅い暑３黒選　Ю寸

呻恥Ｑ００　　　　　　　　　　　　　　　　　・

基
準

1  
年

 
月

 
日

1    
日

1    
円

肝

ｌ
１

１
１

１
１

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

馴馴ｌ
１

１
１

劃ｌ
ｌ

Ｉ
１

１
１

副Ｉ
Ｉ

ュ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ

ロ
ー

割Ｉ
Ｉ

副Ｉ
Ｉ

副Ｈユ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ヨ
ｌ

ｌ
ｌ

ロ
ー

ロ
１

１
１

刷

霧
1術
算 金

艦
躁
雀謂

喜
加
算
金
額
降
加
算 金

引
滞
竺
挫盆

響
1掌数 低

1壁
円

|

円
|

円
|

還
付

す
る
額

|

董 麗名 製鵜 量進層望裏 型 鳳
:二喜 更運存 む 亀零 Υよ 」 ず

年

県
税

事
務

所
長

昭
 

和



第
十

七
号
様

式
の
二

住
納

税
者

又
は

特
別
徴
収

義
務

者
氏

摘
額③

求②
裁爾一

付①
理込

響一
②

当
正

額
①

付
納

税
(科

)畠
 1納

付
年

月
日

度
1期

円

付
|__

Ю寸　申高繊（ま申）轟　ぐ　哄　轟　虚．肛製駅

綸崎ぃ０一　
一

皿Ю駅か計８黒田

|

裁鯛　求　額
″  

計
  (③

あ
各
計
額
) |

上
記

の
と
お

り
過
誤

納
金

の
還
付

を
請
求

し
ま
す
。

昭
 
和
    

年
   

月
    

日

県
税

事
務

所
長

殿

所　名

住　氏

(涯
ヒ
)

ノ．ロ

千;全 瑳記冨 編 涯趙
裏 薄 又 攣墓 鯖暮 雪

讐 肇
実 弯
磐キ

誓 百∫
い

0

―
 
・

´
′

申高
熙淋詠副ぴ
轟　ぐ　味　喘　暇　回型駅

第
十
八

号
様
式

所
長

出
納
員

係
 

長
主

査

現
金

領
収

証
書

用
紙

及
び

収
納

現
金

引
継

簿

領
収

証
書

用
紙

|

出
張

前
引

受
高

使
用
枚
数
 1 督

付
引

継
現

金
1弓

1継
年

月
日

第
  

号
皇
   

枚
1皇

自至

枚
|

ШЮ曖い詳８晨晋　区寸
注
 1 

出
張

前
引
受

高
の
欄

は
、

出
張
前
記
載

す
る

こ
と
。



第
十
九
号
様

式
∞寸中高総（疎申）騨　ぐ　瞑　轟

卜晦ＱＱＱ

暉騨駅　ｍЮ駅い計８晨図

課
 

税
 

地
納
  

″
人

|

総
計

金
額

|

円
現

年
度
 
・
 

過
年
度

滞
納

繰
越

税
目

1年
度

1期
(月

)別
1税

 
・
額

円
 1    

現
年

反
 
・
 

適
年

反
 
・

厚
数働

鶴
基
璽

1加
算
金

1猛
分

1

計
整

理
番

号
摘

要
延
滞
奪

1旱
数
獅

1飾
算
墨

|

滞
 

納費

|

延
滞

金
計

算
内

訳
延

滞
加

算
金

計
算

内
訳

月月
年年

和和
昭昭

自至

日日
日
分

自至
月月

年年
和和

昭昭

日日
日
分

月月
年年

昭昭
自至

目
     

日分
年年

和和
昭昭

自至
月
   

目     日分

上
記

金
額

を
領

収
い

た
し

ま
し

た
。

昭
 

和
年
  

月
   

日

鳥
取
県

県
税
事
務
所
県

出
納
員
 (事

務
吏
員

)

所
属
分
任
出
納
員
 (事

務
吏
員

)

^ヽ

  
―

｀

ガ
: 

、

月月
年年

日分
 1 皇

 躍藉

報人

日日

促料

月月
年年 督手

数

和和
昭昭

額自至
|

中高終（ま中）轟　≪　哄　麟　虚、回幽駅　ШЮ駅い計３晨晋　鉢寸
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領
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第
十
九

号
様

式

税
目

税
 

地

金
額

年
度

期
(月

)別
税

現
年

度
過

年
度
 

。 
滞

納
繰

越
円
 |

延
滞

金

|=内
訣

 1 
延

滞
加

算
金

計
算

内
訳

基
本

・
額

延
滞

金
計

算

昌
     

日分

自至
昭
和
  

年
  

月
昭
和
  

年
  

月
日募

 1 皇
 推愕 署  

年
  

月
日日

日日
日

分

昭
和
   

年
  

月
   

日

期
1   

期
鳥
取
県
  

県
税
事
務
所
県

出
納
員
 (事

務
吏
員

,

|

所
属
分

任
出
納
員

 (事
務

吏
員

)



第
十
九
号

様
式

協
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課
 

税
 

地

収人
|

総
計

金
額

|

現
年

度
過
年
度
 0 

滞
納

繰
越

税
目

年
度

1期
(月

)帰
U

税
額

1延
滞
金

1掌
数
低

1術
算

重
1加

算
金

1随
分

響
1  

計

基
  ]本

 
、
額

延
滞

金
計

算
内

容
延

滞
加

算
金

計
算

内
容

昌
     

日分
月月

年年
和和

昭昭
自至

分
日

日日
月月

年年
和和

昭昭
自至

ｏЮ　中高総（ま申）轟　≪　味　麟　暇　Ш圏駅　皿Ю駅い辟８黒晋
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1 皇
 躍剰

  
年
  
月
   

目
日↑

′1 皇
 躍鶏

  
年
  

月
   

日    
日分

昭
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